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裂織布の特性Ⅱ
１．はじめに
　繊維製品は衣料用、産業用として生産されるが、古衣
料品および繊維くずのリサイクルは、多品種で少量の排
出が特徴で、設備のスケールメリットは期待できないと
される１）。また、繊維製品のリサイクルに関して、再商
品化率は繊維総排出量に対する①古着として再利用、②
反毛原料として再利用、③ウエス原料として再利用、④
産業廃棄物（繊維くず等）の合計として算出される。平
成１3年の経済産業省の試算では、9.5％と極めて低いこ
とが報告されている２）。この中で回収古衣料品は、選別
されて中古衣料としてリサイクルショップ、フリーマー
ケット、リサイクルプラザの場を活用してリユースされ
ている他、さらに選別されウエス、布手袋に再生使用、
また反毛を経て断熱材、防音材、クッション材の再生原
料としても用いられる１）。反毛とは、本来毛糸や毛織物
のくず、廃棄された羊毛製品などから解した羊毛繊維と
される３）が、反毛業は繊維リサイクル産業として、繊維
製造工程から発生する産業くずや一般家庭から発生す
る市中くずを原料として、それらを再利用できるよう
に綿状態に再生する業とされている。愛知県岡崎市を
中心とした西三河地域に数百社の業者が集積していると
される４）。しかし、既存の再利用用途だけではリサイク
ル率の向上は望めず、木村は繊維くずの有効な用途開発
が急務であるとしている５）。例えば、ポリエステル、ナ
イロン、ポリプロピレンなどの熱可塑性を有するものは、
成形機に投入しヘアーブラシなどのプラスチック製品に
する、天然繊維は複合材料強化材として再利用する、加
熱圧縮することで木材の代替え品として利用することを
試みている。　
　このような状況下、玉田は「昭和40年代の繊維産業は
化学繊維の開発と大量生産が急成長し、また、既製服産
業と小売店の多様化、TVや雑誌という情報網と交通機
関の発達により、既製服を購入する生活が確立した。生
活者の意識は『衣服は仕立てたら長く着回すもの』という
考え方から『流行を敏感に感じとり、既製服を買い替え
ていくもの』という消費型の発想に変わっていった。」、
また、「近世から近代までの日本の循環型文化が失われ、
過去に戻ることができない今、日本の繊維リサイクルの
課題は、原料、加工、輸送、販売、使用、管理から廃棄まで
地球規模で考え直さなければならない課題として私達の
前に直面している。」と述べている６）。さらに、深堀は裂
織について「今や現代の生活文化であり、現代の繊維製
品の豊かさを反映し多種類の裂織作品が全国各地で製作
されている。」ことを報告した７）。裂織は全国展開を見せ
ており、全国裂織展は0２年から07年まで４回７）、８）、08年
には全国裂織フェアが開催されている９）。
　本研究では、これまで検討されてこなかった裂織布の
特性について前報１0）に引き続き報告する。
２ ．実験
　たて糸は、30番木綿及びポリエステルミシン糸で、
よこ糸に相当する裂いた布は、試験用綿金巾で、厚さ
0.２２mm、糸密度たて33本/cm、よこ２8本/cmである。使
用した織機は簡易織機の通称「さおり」で、４mm間隔で
たて糸を張り、それぞれよこ方向に巾0. 5cm、0. 75cm、
１cmに切り取った布を織り込み、織り上がった裂織布に
ついて、布の厚さ、通気性、摩耗性を調べた。用いた器具
は前報と同様である。
３ ．結果と考察
　図１に裂織布の外観例を示した。また、元布と裂織布
の厚さを図２に示した。この織機で織った裂織布の厚さ
は２. 7mm〜3. 0mmで、元布の0. ２２mmに対し約１２〜１4倍
厚い織物となった。切り取った布幅が増加すると裂織布
の厚さは増加する傾向にある。前報の市販綿布の場合、
元布の厚さが0. 3２mmで裂織布の厚さが3. 3mmであっ
た。元布の厚さが前報の約70％であるのに対し、裂織布
の厚さは約8２〜9１％であるが、本実験で用いた織機は簡
易型であり打ち込み力は大きくはない。したがって、古
くから用いられている地機、高機などのように、切り取っ
た布をよこ糸に見なした見かけの糸密度を大きくするこ
とはできない。前報でのポリエステル布、アクリル布を
用いた場合でも裂織布の厚さは約３mmであることを考
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慮すれば、裂織布の厚さは織機の特性もあり、本織機で
は３mm程度の裂織布となることが考えられる。
　元布と裂織布の通気性（AirPermeability）を図３に示
した。綿布の切り取り幅との関係は明らかでないが、前
報同様に元布に比べ裂織布の通気性は低下している。通
気性は、布の構造特に糸密度、糸の太さ、糸のより数お
よび厚さに影響されるとされる１１）。元布の通気性につ
いては、前報では54cm3/cm２/sであったが、本実験では
99cm3/cm２/sと大きい値が得られた。本実験で用いた
綿布は、前報で用いた綿布に比べ厚さおよび糸密度が小
さいためと考えられる。また、裂織布については、3６〜
57cm3/cm２/sの値が得られた。たて糸がポリエステル
糸、切り取り布幅１cmの場合を比較すると、本実験では
44cm3/cm２/sであり、前報での市販綿布の通気性38cm3/
cm２/sでありやや大きな値となっている。裂織布の場合、
よこ糸に相当する布が折りたたまれ、元布のような通常
の布の構造とは異なり、通気性の構造因子は複雑である
ことを考慮すると測定値のバラツキは避けがたく、厚さ
と同様織機による打ち込みに左右されると考えられる。
　ピリング測定用試験器を用いた摩耗性は、元の布が摩
耗回数１0回以内で図４のように切れるのに対し、裂織布
は図５に示したように表面が摩耗され、たて糸が切れな
い場合１00回以上耐えることがわかった。
　
４ ．おわりに
　裂織布の特性は、通常のよこ糸の代わりに裂いた布を
織り込み結果的に厚さが元布より厚くなるが、通気性が
小さくなり、摩耗性も向上することがわかった。
　一方、繊維製品のリユースの観点から、紀平はミシン
メーカーのパッチワークへの参入との関連で、「本来は
ベッドカバーなどに使われるパッチワークは、ピーシン
グ（布と布を縫う）とキルティング（繋ぎあわせた布と裏
図１：裂織布の外観例
図２　元布および裂織布の厚さ
P、Cは、たて糸がそれぞれポリエステル、木綿であり、
数字は切り取り布幅を表している。
図３　元布および裂織布の通気性
図４　元布の摩耗試験結果
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布の間に綿をはさんで綴じる）から成り立っており、そ
の工程にミシンを使うことから、ミシンキルトという通
称名が一般的に使われるようになった。（中略）１980年代
からミシンを使ったパッチワークは、流行の兆しを見せ
ていた。（中略）もはや欧米諸国と同レベルで、同時進行
しているこれらの布を使った手芸における需要は、繊維
製品のリサイクルという側面でとらえる事ができるの
ではないだろうか。」と述べている１２）。また、佃は洋服の
リフォームに関して、「これまで、一度手にした衣類を
『リペア』にとらわれず、『作り直し・作り変え永く愛用す
る』という方向性そのものが欠落していた。全国の大型
ショッピングセンターには必ず入っているであろう業種
でありながら、循環型社会を目指す！という社会の流れ
の中で何の協力も求められていないという事実は悲しい
限りである。力不足を痛感している。利用者が持ち込む
衣服には『愛着』がある。それを『種』として新しい自分を
創り出してゆく。深層意識の奥深く潜んでいる何かを『光
の世界』へと甦らせる。この行動が当たり前になった時、
リデュース、リサイクルが息づく社会になっていること
と思われる。」と述べている１3）。
　このようにリユース・リサイクルの観点から非常に困
難とされる繊維製品に関して様々な挑戦が今後とも望ま
れる。
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図５　裂織布の摩耗試験結果
